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中部縦貫道 大野・

勝山間が開通決定

火の元にご用心

公共交通機関の定期

利用がお勧め

バスに乗って岩倉桜

まつりに行こう/市

議会本会議

第49回越前大野名水

マラソン

九頭竜まつり出店部

会員募集など

体験・貸農園/七間

朝市開き

ふれあい市民号など

ファミリー狂言会大

野公演など

http://www.city.ono.fukui.jp/
市ホームページ

http://www.city.ono.fukui.jp/i/

市ホームページ
携帯電話用サイト

中部縦貫道 大野・勝　 山間が開通決定
国道157号大野バイ     パスも供用開始

ご意見は「やまびこ」へ
　市政へのご意見などは、
「市民提案箱やまびこ」や
「電子メールやまびこ」へお
寄せください。
電子メールアドレス
yamabiko@city.fukui-ono.lg.jp

春を彩るひな人形
　平成大野屋平蔵など８カ
所で３月４日まで、約1500
体のひな人形が展示されて
います。市民による実行委
員会が、市内の家庭から提
供を受けたもので、ほかに
も市内の園児手作りの人形
などが飾られています。

所で３月４日まで、約1500
体のひな人形が展示されて

員会が、市内の家庭から提
供を受けたもので、ほかに
も市内の園児手作りの人形

永平寺大野道路
大野インターチェンジからの７．８㌔

３
月
24
日
日

午
後
３
時
開
通
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中部縦貫道 大野・勝　 山間が開通決定
国道157号大野バイ     パスも供用開始

○
市
内
か
ら
ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
お
く
え

　
つ
、
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
へ
は
、
み

　
つ
わ
前
交
差
点
を
右
折
し
て
く
だ
さ

　
い（
現
在
の
国
道
１
５
７
号
か
ら
直
接

　
進
入
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
）

○
４
車
線
区
間
は
、
逆
走
に
注
意
し
て

　
走
行
し
て
下
さ
い

　国道157号大野バイパスの一部（南新在家から中保の間3.3㌔）が４車線での供用に
なり、中部縦貫自動車道大野インターチェンジ供用開始に併せて、ビュークリーン
おくえつ前の道路が切り替わります。
問　幹線道路課幹線道路係（☎ 66・1111 内線 371）　県奥越土木事務所（☎ 66・8133）

南新在家・中保間３.３㌔が４車線化
交通混雑緩和へ
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市
で
は
昨
年
１
年
間
に
９
件

の
火
災
が
発
生
し
、
１
人
が
負

傷
し
ま
し
た
。
幸
い
死
者
は
出
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
県
内
で
は
こ
の

冬
、
火
災
に
よ
る
死
者
が
増
え

て
い
て
、
12
月
か
ら
１
月
の
間

に
６
人
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
で
は
、
火
災
に
よ
り
毎
年

１
０
０
０
人
以
上
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
約
７
割

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
近

年
そ
の
割
合
は
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

店
舗
や
宿
泊
施
設
、
病
院
な

ど
で
の
火
災
に
よ
る
死
者
が
減

少
し
て
い
る
一
方
で
、
一
般
住

宅
火
災
で
の
死
者
は
増
加
し
て

い
ま
す
。
在
宅
の
高
齢
者
を
火

災
か
ら
守
る
た
め
に
も
、
火
気

の
取
り
扱
い
に
は
さ
ら
な
る
注

意
が
必
要
で
す
。

　
普
段
の
生
活
で
、
次
の
よ
う

な
習
慣
を
身
に
付
け
た
り
対
策
を

施
し
た
り
す
れ
ば
、
住
宅
の
防
火

に
大
き
く
役
立
ち
ま
す
。
思
い
当

た
る
こ
と
が
あ
れ
ば
改
善
す
る
よ

う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

・
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
物
か

　

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

・
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら

　

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

　

品
を
使
用
す
る

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

　

設
置
す
る

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

　

協
力
体
制
を
つ
く
る

　

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
、
全

て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
未
設
置
の
場
合
は
、
市
火
災

予
防
条
例
違
反
と
な
り
ま
す
。

　

県
全
体
の
設
置
率
は
、
91
・
２

㌫（
平
成
24
年
11
月
現
在
）で
全
国

１
位
で
す
が
、
市
は
84
・
１
㌫（
１

月
末
現
在
）。
県
内
で
は
低
い
設

置
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。﹁
早
い
発
見
﹂、﹁
早

い
避
難
﹂に
よ
り
、
あ
な
た
や
家

族
の
命
を
守
る
た
め
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
署
で
は
、
今
後
も
未
設
置

住
宅
を
訪
問
し
て
、
設
置
を
啓
発

し
て
い
き
ま
す
。

問　

消
防
署（
☎
66
・
０
１
１
９
）

　
春
は
空
気
が
乾
燥
す
る
上
、
風
が
強
い
日
も
多
い
こ
と

か
ら
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
春
と
い
っ
て

も
大
野
で
は
ま
だ
ま
だ
肌
寒
い
時
期
。
建
物
内
で
暖
房
器

具
を
使
う
機
会
も
し
ば
ら
く
続
き
ま
す
。
ほ
ん
の
小
さ
な

気
の
緩
み
や
見
落
と
し
で
大
惨
事
と
な
ら
な
い
よ
う
、
火

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

目指そう  警報器設置率100㌫で安全安心なまち

３月20日～26日は「春季火災予防運動」

火の元にご用心

住宅用火災警報器の点検も忘れずに
　火災発生時の逃げ遅れを防ぐため、まだ住宅用火災警報器を設置し
ていない家庭は早めに設置をお願いします。また、既に設置している
からといって安心は禁物です。定期的に作動確認をし、必要に応じて
電池を交換するなどして確実に作動する状態を保ってください。

防 火 メ ッ セ ー ジ

田中奈美紀　消防士

「僕の家には
付いてるよ」

増
え
る
在
宅
高
齢
者
の
犠
牲

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

警
報
器
は
設
置
し
ま
し
た
か

春からの通勤・通学
公共交通機関の定期利用

がお勧め
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春からの通勤・通学
公共交通機関の定期利用

がお勧め
ゆ
う
・
ゆ
う
バ
ス

定
期
・
回
数
券
発
売
中

越
美
北
線
定
期
券

購
入
者
に
パ
ス
ケ
�
ス

 

 
 
 日まで

日から

様

３カ月定期券用
４色　合計100個

 

 
 
 

 
日まで

日から

様

６カ月定期券用
５色　合計60個

定 

期 

券

回
数
乗
車
券
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日
時　

４
月
７
日
㊐
午
前
８
時
出

　

発
～
午
後
６
時
帰
着
予
定

発
着
場
所　

市
役
所

対
象　

市
内
在
住
者（
小
学
生
以

　

下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

１
２
０
人（
応
募
多
数
の

　

場
合
は
抽
選
）

参
加
料　

１
人
１
０
０
０
円（
子

　

ど
も
も
同
額
。
当
日
持
参
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
必

ず﹁
桜
ま
つ
り
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

申
込
﹂と
書
き
、
そ
の
下
に
参

加
を
希
望
す
る
人
全
員
の
①
氏

名
②
性
別
③
年
齢
④
住
所
⑤
電

話
番
号
⑥
こ
れ
ま
で
の﹁
岩
倉

桜
ま
つ
り
﹂と﹁
岩
倉
市
民
ふ
れ

愛
ま
つ
り
﹂各
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

利
用
の
有
無
を
記
入
。
返
信
用

は
が
き
の
あ
て
先
に
は
、
必
ず

代
表
者
の
住
所
と
氏
名
を
記
入

し
て
申
し
込
む
。
は
が
き
１
枚

で
４
人
ま
で
申
し
込
み
可
。
申

し
込
み
は
１
人
１
回
の
み

締
切　

３
月
18
日
⺼（
必
着
）

そ
の
他　

昼
食
や
施
設
な
ど
の
利

　

用
は
各
自
で
行
う
。
申
込
方
法

　

の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と

　

き
は
、
受
け
付
け
で
き
な
い
。

　

旅
行
業
者
が
催
行
す
る

問
・
申
込
先　

秘
書
課
秘
書
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
２
２
）

　

〒
９
１
２
│
８
６
６
６
（
住
所

　

は
書
か
な
く
て
も
届
き
ま
す
）

　第383回市議会定例会が、３月４日から25日までの
22日間、開催されます。このうち本会議が開催される
のは５日間です。本会議は、誰でも傍聴することがで
きますので、気軽に来庁ください。
※傍聴を希望する人は、当日、議場に入る前に受け付
けが必要です。本会議の開催日時など詳しくは、問い
合わせてください。
問　市議会事務局　（☎66・1111内線253）

本会議日程 審議などの内容

３月４日月  常任委員会・議会運営委員会委員 の選任、議案上程、提案理由説明

11日月  代表質問、（一般質問）

12日火  一般質問

13日水  一般質問、請願・陳情上程

25日月  各委員長報告、質疑・討論・採決

市
議
会
本
会
議
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
友
好
交
流
市
で
あ
る
愛
知
県
岩
倉
市
と
の
交
流
を
深
め
る
た

め
に
、「
岩
倉
桜
ま
つ
り
」に
参
加
す
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　
桜
の
名
所
１
０
０
選
に
も
選
ば
れ
た
五
条
川
の
桜
は
、
約
１
４
０
０
本

が
植
え
ら
れ
見
事
な
桜
並
木
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
場
で
は
、
岩
倉
市
の

特
産「
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
」を
は
じ
め
、
近
隣
市
町
の
特
産
品
が
販
売
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
味
覚
が
楽
し
め
ま
す
。

　
例
年
好
評
の
た
め
、
今
回
は
バ
ス
を
１
台
増
車
し
ま
す
。

バ
ス
に
乗
�
て

 
 
 

岩
倉
桜
ま
つ
り
に
行
こ
う
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■
申
し
込
み
は
専
用
サ
イ
ト
で　

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
大

会
専
用
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ア
ク
セ

ス
で
き
ま
す
。

　

大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
ス

ポ
ー
ツ
課
や
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
、

各
公
民
館
な
ど
に
置
い
て
あ
り

ま
す
。
今
回
か
ら
大
会
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
は
専
用
振
替
払
込
用

紙
が
付
き
ま
せ
ん
。
払
込
用
紙

の
郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、
郵

送
先
と
希
望
枚
数
を
明
記
の
上
、

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
課
に
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ま
ち
な
か
が
メ
ー
ン
会
場

　

ス
タ
ー
ト
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
地

点
と
な
る
大
会
会
場
は
、
越
前
お

お
の
結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

大
会
当
日
は
、
六
間
通
り
と
三

番
通
り
、
こ
ぶ
し
通
り
で
交
通
規

制
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
大
会
運
営
に
協
力
を

　

大
会
当
日
に
、
受
け
付
け
や
給

水
な
ど
運
営
を
補
助
す
る
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
申
し
込

み
方
法
な
ど
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
課
社
会
体
育
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
３
１
）

　

〒
９
１
２
│
８
６
６
６
（
住
所

　

は
書
か
な
く
て
も
届
き
ま
す
）

　

大
会
専
用
サ
イ
ト　

h
ttp

://

　

ru
n

n
e

t.jp

大南博美さんをゲストランナーに

　大南博美さんは、若狭町生まれ、美方高校出身で、
双子の妹、敬美さんとともに日本を代表する長距離・
マラソンランナーです。2002年アジア大会女子マラ
ソンと2006年アジア大会１万㍍で銅メダル、2007
年にはロッテルダムマラソンで優勝しました。大会
当日は、大南さんと一緒に、緑豊かな奥越路を走り
ませんか。

越前大野名水マラソン

５月26日日
午前９時10分～
結ステーション
をスタート親子の部参加の小学生には

スポーツタオル

越前大野名水マラソン
第49回

４
／
19
金 

締
切

参
加
者
募
集
中

オリジナルキャップ

親子の部参加の小学生には
スポーツタオル

参加賞
はこれ!!
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九
頭
竜
ま
つ
り（
新
緑
ま
つ
り

と
紅
葉
ま
つ
り
）へ
出
店
を
希
望

す
る
新
規
出
店
者
部
会
員
を
募
集

し
ま
す
。
ま
つ
り
へ
の
出
店
は
出

店
者
部
会
へ
の
入
会
が
必
要
で
、

入
会
の
審
査
は
九
頭
竜
ま
つ
り
実

行
委
員
会
が
行
い
ま
す
。
部
会
員

の
募
集
は
年
１
回
で
す
。

定
員　

２
人（
個
人
も
し
く
は
団

　

体
代
表
）

募
集
区
分　

物
産
販
売（
会
場
で

　

の
調
理
・
加
工
は
不
可
）

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
個

　

人
ま
た
は
企
業
、
団
体
の
代
表

　

者
で
、
委
員
会
の
趣
旨
に
賛
同

　

す
る
者

申
込
方
法　

和
泉
支
所
に
あ
る
入

　

会
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
提
出

締
切　

３
月
15
日
金

問　

和
泉
支
所
住
民
振
興
課

　
（
☎
78
・
２
１
１
１
）

　うらら館が当分の間営業休止することに伴い、
未使用のうらら館回数券をあっ宝んど・平成の湯
共通利用券と引き換えます。
引換期間　３月１日金～ 29日金までの平日午前
　９時～午後５時
引換場所　観光振興課、和泉支所、各公民館
内容　回数券１枚を共通利用券１枚と引き換え
その他　共通利用券の利用期間は、４月１日から
　12月31日まで。共通利用券１枚で１回の入浴が
　できる。共通利用券は、うらら館再開後も利用可。
問　観光振興課施設係（☎66・1111内線163）

「うらら館」回数券
を引き換えます

交通災害共済に加入を
　交通災害共済の加入申し込みの受け付けは、３
月１日からです。
　交通災害共済に加入すると、交通事故で死傷した
場合、見舞金が支給されます。申し込み時に、市内
に住民登録がある人なら加入できます。申し込み後、
市外へ転出（国外を除く）しても継続されます。
　見舞金が支給される事故は、日本国内での乗り
物による接触や衝突、転落などです。自動車、バ
イク、自転車、電車、船、飛行機、道路上で使用
中の身体障害者用の車いすなどによる事故が対象
です。
掛け金の額　１人500円（年額）
共済期間　４月１日～平成26年３月31日
問　くらし環境課市民生活係
　（☎66・1111内線292）

うらら館
回数券

あっ宝んど
平成の湯
共通利用券

九
頭
竜
ま
つ
り出

店
者
部
会
員
募
集
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問　和泉支所住民振興課（☎78・2111）

貸農園の利用者募集
　和泉地区角野地係で、農業者ではない人を対象
に特定農地の貸付希望者を募集します。
場所　和泉地区角野地係
貸付区画　２区画（先着）
面積　１区画218.1平方メートル
貸付料　１区画1090円（年額）
貸付対象者　農業者以外
申込期間　３月１日金～５月31日金

貸農園の利用者募集
　スターランドさかだにで、貸農園の利用者を募集し
ます。自分だけの農園で有機野菜を作ってみませんか。
場所　スターランドさかだに
区画　18区画（先着）
面積　１区画32平方メートル程度
貸付期間　１年以内
貸付料　１区画3000円（年額）
申込期間　３月１日金～５月30日木
問　スターランドさかだに振興会（☎67・7250）

　

４
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

七
間
朝
市
が
再
開
さ
れ
ま
す
。　

　

朝
市
開
き
で
は
、
今
年
１
年
の

交
通
安
全
と
商
売
繁
盛
祈
願
の
神

事
を
開
催
。
市
内
中
学
生
に
よ
る

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
や
招
福
菓
子

ま
き
も
あ
り
ま
す
。
新
鮮
な
野
菜

や
季
節
の
山
菜
が
ず
ら
り
と
並
び
、

春
の
味
覚
を
求
め
る
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。
朝
市
出
店
者
と

の
会
話
も
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
20
日
氺
春
分
の
日
午

　

前
９
時
～
正
午

場
所　

七
間
通
り

問　

越
前
大
野
七
間
朝
市
振
興

　

協
議
会
（
☎
69
・
９
５
２
０
）

　

平
日
の
午
前
中
の
み

 

七
間
朝
市
開
き

七
間
朝
市
開
き

春
を
呼
ぶ

体験農園「畑レンジャー」参加者募集
　和泉地区角野地係の体験農園で、和泉地区の特
産品「穴馬スイートコーン」、「穴馬かぶら」の栽培
から収穫までの体験事業「畑レンジャー」参加者を
募集します。
○穴馬スイートコーン
　区画　60区画（先着）
　体験回数　５月～８月の全５回
　参加料　１区画6000円
○穴馬かぶら
　区画　20区画（先着）
　体験　８月～11月の全３～４回
　参加料　１区画800円
面積　１区画15平方メートル程度
申込期間　３月１日金～４月10日水
その他　収穫物は全て持ち帰ることができる
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日
時　

３
月
24
日
㊐
午
前
７
時

　

37
分
Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
出
発

　

～
午
後
７
時
11
分
同
駅
帰
着

　

予
定

行
き
先　

信
楽
陶
苑
た
ぬ
き
村

　
（
滋
賀
県
甲
賀
市
）

対
象　

市
民（
小
学
生
以
下
は
保

　

護
者
同
伴
）

定
員　

30
人（
先
着
）

参
加
料　

 

中
学
生
以
上
１
万

　

１
０
０
０
円
、
小
学
生
６
８
０
０

　

円（
昼
食
・
陶
芸
体
験
料
を
含
む
）

締
切　

３
月
13
日
氺
午
後
５
時

そ
の
他　

申
し
込
み
方
法
な
ど

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
る
。

　

旅
行
業
者
が
催
行
し
、
添
乗
員

　

が
同
行

問　

く
ら
し
環
境
課
市
民
生
活
係

（
☎
66
・　

１
１
１
１
内
線
２
９
１
）

　市では、第５期介護保険事業計画(平成24～26
年度)に基づき、地域密着型サービスの整備を進め
ています。広く質の高い事業者を選定するため、地
域密着型サービス事業者を公募します。詳しくは、
問い合わせてください。
サービスの種類　地域密着型介護老人福祉施設入所
　者生活介護（小規模特養）※整備形態はユニットと
　多床室を予定
募集事業所　１事業所
日常生活圏域　陽明中学校区
施設の定員　29人
応募要件　
　・事業者が社会福祉法人であること（本事業指定
　　までに社会福祉法人の設立が確実である場合

　　を含む）
　・介護保険法第78条の２第４項各号及び第６項 
　　各号並びに介護保険法第115条の12第２項各
　　号及び第４項各号に該当しないこと
　・事業者や代表者が、法人や個人の所得税、消費
　　税や地方消費税、市税や介護保険料を滞納して
　　いないこと
　・平成25年度中に施設整備が完了し、平成26
　　年度当初から事業開始が見込まれること
受付期間　４月１日月～12日金午後５時（期限厳守）
提出方法　持参（郵送不可。提出書類は返却しない）
その他　３月22日金開催の説明会に出席すること
問　健康長寿課長寿係（☎66・6631内線131）

信
楽
陶
苑
た
ぬ
き
村
と
陶
芸
教
室

　
市
と「
越
美
北
線
と
乗
合
バ
ス
に
乗
る
運
動
を
進

め
る
会
」で
は
、
越
美
北
線
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め

「
ふ
れ
あ
い
市
民
号
」を
運
行
し
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
路
線
を
乗
り
継
い
で
、
鉄
道
な
ら
で

は
の
旅
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
信

楽
焼
の
た
ぬ
き
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
た
ぬ
き
村
で
、
電

動
ろ
く
ろ
を
使
っ
て
湯
飲
み
茶
碗
を
作
り
ま
す
。

　市では、第５期介護保険事業計画(平成24～26 　　を含む）

地域密着型サービス事業者を募集します

介護相談員を募集
　介護保険事業所と利用者の橋渡し役として、
介護保険事業所を訪問する介護相談員を募集し
ます。

募集人員　１人
任期　委嘱日から２年
業務内容　介護保険事業所訪問（月２～３回）、　
　連絡会（年４回）、県や国の研修および視察研修
受験資格　市内に１年以上住み、高齢者に関す 
　る福祉や介護に関心を持つ人
応募方法　介護保険または高齢者福祉に関する
　作文を1200字以内にまとめ、住所、氏名、
　電話番号を記入し、健康長寿課に持参か郵送
締切　３月25日月（必着）

問　健康長寿課介護予防係（☎65・5046）
　〒912-8666（住所は書かなくても届きます）

Ｊ
Ｒ
越
美
北
線
ふ
れ
あ
い
市
民
号
で
行
く
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フ
ァ
ミ
リ
ー
狂
言
会
は
、
狂
言

の
成
り
立
ち
や
約
束
事
、
上
演
す

る
演
目
の
内
容
な
ど
を
面
白
お

か
し
く
解
説
し
、
理
屈
抜
き
で

楽
し
め
る
愉
快
な
お
芝
居
で
す
。

　

今
回
の
公
演
は
、
平
成
大
野
屋

荒
川
支
店
主
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
大
野
泰
広
さ
ん
が
出
演
す
る
こ

と
か
ら
、
市
で
の
開
催
が
実
現
し

ま
し
た
。

日
時　

３
月
30
日
圡
午
後
２
時
30

　
分
開
演（
午
後
２
時
開
場
）

場
所　

文
化
会
館

内
容　

狂
言﹁
柿
山
伏(

か
き
や
ま

　

ぶ
し)

﹂、﹁
附
子(

ぶ
す)

﹂

解
説　

野
村
扇
丞
さ
ん
、
大
野
泰

　

広
さ
ん

入
場
料　

大
人
３
０
０
０
円
、
高

　

校
生
以
下
１
５
０
０
円（
座
席

　

指
定
な
し
）

　

市
内
在
住
者
は
特
別
価
格
大
人

　

２
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下

　

１
０
０
０
円

販
売
場
所　

行
政
戦
略
課
ブ
ラ
ン

　

ド
推
進
室
、　

文
化
会
館
、
平

　

成
大
野
屋
、　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　

モ
ー
ル
Ｖ
ｉ
ｏ

主
催　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

Ａ
Ｃ
Ｔ
・
Ｊ
Ｔ

問　

行
政
戦
略
課
ブ
ラ
ン
ド
推 

　

進
室
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

４
３
３
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
狂
言
会
大
野
公
演

「越前おおの歴史検定」
受験生募集

　皆さんは、私たちの住むまち、大野市の歴史を
どのくらいご存じですか。市では、歴史をテーマ
にしたご当地検定を実施します。自分の知識を試
したい人、市の魅力をもっと知りたい人、これか
ら市の歴史について学んでみたいと思っている人
は、ぜひ参加ください。あなたが持っている知識
を生かして、合格を目指しましょう。

日時　３月17日日午前10時～11時（午前９時30分
　から受付）
場所　結とぴあ（有終会館）
問題　大野の歴史について（大野のあゆみ　改訂版
　から出題）
定員　100人（先着）
検定料　無料
申込方法　電話かファクスで氏名、住所、電話番号
　を連絡
締切　３月11日月
その他　検定合格者には合格認定証を進呈

問　観光振興課観光企画係
　（☎66・1111内線 164　FAX65・8371）

　皆さんは、私たちの住むまち、大野市の歴史を

市民所有　我が家のお宝展
―美術工芸品―

土井利義公筆の掛け軸

　市民の皆さんから募った、書画、焼物、工芸品
などを展示します。
　代々家に伝わる品、思い切って購入した品、大
野市ならではの品など、大切な品物をお借りして
の展示です。物への思いや所有に至った経緯など、
品物が持つ背景やエピソードも合わせて紹介しま
す。見応えのある数々の品をどうぞご覧ください。
期間　３月15日金～24日日
時間　午前９時～午後５時
場所　平成大野屋平蔵　　入場料　無料
問　文化課文化係　（☎66・5410）

平成大野屋荒川支店主　大野泰広さん
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